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早期胃癌の術後再発形式および死亡原因の検討

東京都立駒込病院外科

北村 正 次  荒 井 邦 佳  官 下  薫

早期胃癌 (粘膜癌 :304例,粘 膜下層癌 :276例)を 対象として再発形式および予後に影響を与える

他病死 ・他癌死の実態について検討した.早 期癌の死亡は71例にみられ,そ の内訳は胃癌の再発 4例

(5.6%),残 胃の癌死 3例 (42%),非 癌死414al(57.7%),他癌死23例 (32.4%)で あった。再発は

m癌 1例 ,sm癌 3例で,n(一 )1例 ,n2(十 )2例 ,n3(十 )1例 とリンパ節転移例が多かった。

再発形式はそれぞれ腹膜, ウイル ヒョウリンパ節,肝 ,肺 であった。他病死のなかでは心疾患11例

(28%),脳 血管障害 7例 (18%),呼 吸器疾患 7例 (18%),な どが多 くを占めた,他 癌死のなかでも

最 も多かったのは大腸癌 6例 (26%)および肺癌 6例 (26%)で次に,肝 癌 4例 (17%),膵 癌 3例 (13%)

であった。大腸癌では同時性が多いのに対して肺,肝 では異時性が多かった。以上の検討より,早 期

癌の術後には定期的な残胃の内視鏡的検査,他 臓器癌を念頭に入れた検査および他病死の防止にも注

意を要すると考えられた。
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はじめに

近年,早 期胃癌切除後の生存率はきわめて良好であ

り, とくに深達度 m(粘 膜内癌)の 症例では多くの施

設が94～100%と い う5年 生存率を報告ll~10)してぉ

り,さ らに他病死を除くと100%の 報告いつもみられる。

しかし深達度 smの 症4/1の5年 生存率は85～96%と や

や低率であり,再 発による死亡が多いことを示 してい

る。～の1'。_方 ,早期癌の再発に関する研究が積み重ね

られるにつれて,切 除断端の癌遺残に起因する残胃再

発や, リンパ節郭清の不徹底によるリンパ節再発は減

少し,早 期胃癌の術後再発の様相は少し変化してきて

いる.今 回は当院で経験した早期胃癌の再発の実態な

らびに死亡原因について検討を加えた。

対象および方法

東京都立駒込病院外科において1975年4月 より1987

年12月までに扱った早期胃癌切除580例 (m癌 304例,

sm癌 276例)を 対象として, これらの再発形式および

予後に影響を与える他病死 ・他癌死の実態について検

討を加えた。本論文で用いた記号は胃癌取扱い規約121

に従い,生 存率は Kaplan‐Meier法 により算出した.

結  果

早期癌の年代別頻度および年齢分布について検討 し
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た.1975年前後における胃癌切除例中の早期胃癌の占

める害J合は20%前 後であったが,そ の後徐々に増加傾

向を示 し約40%に 達 した。年齢分布をみるとm,sm癌

ともに60歳代が最 も多 く,つ づいて50歳代,70歳 代,

40歳代,30歳 代の順に減少した (Fig。1,Table l).

早期胃癌の死亡原因について検討を加えた。早期胃

癌術後の死亡は71例にみられ,そ の うちわけは胃癌の

再発 4例 (5.6%),残 胃の癌死 34211(4.2%),非癌死

41例 (577%),他 癌死23例(32.4%)であった (Table

2 ) .

早期胃癌の切除後の死亡原因を再発死,残胃の癌死,

他癌死,他 病死に分類し年齢別に検討した。再発死亡

4例 の年齢分布は40歳代が 1例 ,50歳 代が 1例 ,60歳

Fig. l  PrOpotion of early gastric cancer in resect‐

ed cases
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Table l  Relationship between age and incidence

in early gastric cancer

t\ge l'lucosal ca. Subnucosal ca,

5(0.9)X

40(69)

87(150)

142(245)

173(29.8)

126(217)

7(12)

Tcta1  304 276 580(100)

Table 2 Cause of death after
gastric cancer

surgery for early

23(2895)

ると60歳代43.5%,70歳 代478%と 高齢者がそのほと

んどを占めた。他病死は41例に認め られ,60歳 代が

41.5%,70歳 代が48.8%と 加齢 ともに死亡例の増加を

認めた。なお他病死の中に手術直接死亡 2例 (0.3%)

を含めた。したがって早期胃癌の手術後の予後は,再

発死亡より,他 癌死あるいは他病死の影響を大きく受

けていた (Table 3)。

早期胃癌術後における残胃の癌死を除いた再発死亡

例について検討を加えた。早期胃癌580例中再発は 4例

(0.7%)であった。症7111は57歳女性,C領 域のIII型で

深達度は m(粘 膜癌)であった。 リ ンパ節郭清は R2(第

2群 リンパ節郭清)が 施行 され, リンパ節転移は n2

(十),組 織型は印環細胞癌 (sig)であった。再発形式

は腹膜再発で術後38か月で死亡した,症 例 2は 48歳女

性.A領 域の IIcで深達度はsm(粘 膜下層癌)で あっ

た。リンパ節郭清は R2が施行され,リ ンパ節転移は n2

(十)で 組織型は低分化腺癌 (por)で あった。術後20

か月日にウイル ヒョウ転移を来 し術後34か月後に死亡

した.症 例 3は 66歳男性,M領 域の I型 目癌で胃壁外

に発育増殖 した腫瘍で リンパ節転移が N3と 高度で

あったため,リ ンパ節郭清は R。であった。組織型は中

分化腺癌 (tub 2)であ り,術 後早期に急激に増大した

肝転移のため術後 2か 月で死亡 した特殊な症例であっ

た。症例 4は 62歳男性,A領 域の IIattIIcで深違度は

smで あ り,R2手 術が施行されたが リンパ節転移を認

めなかった。組織型は高分化腺癌 (tub l)であった。

術後59か月目に肺多発性の異常陰影を認めたため腫瘍

摘出術を施行し,原 発巣 と同一の組織像を認め胃癌の

転移 と診断された。 こ の例の転移巣は比較的緩徐な発

育増殖を示 し,術 後86か月で死亡した (Table 4).

早期胃癌手術後の残胃に発生した癌 7例 について検

討した。これらのなかには生存中の 4例 を含めた。す

べて初回の手術時の病理学的所見で ow(― ),aw(一 )

であった例であり,内 視鏡フィルムの見直しでも残胃

となる部分に異常所見を指摘できなかった例である。

したがって手術時多発性に存在 した癌の見落としなの
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Table 3 Cause of death after surgery according to

age
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Table 4 Recurrent cases of early gastric cancer
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Table 5 Cancer of remnant stomach after curative surgery for early gastric
cancer (No. 1)
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か,術 後果時性に発生してきた癌であるかを決定する

ことは困難であるため一括して検討することとした。

初回手術時の年齢は49歳から71歳で平均61.3歳であっ

た。男女比は男性 6例 ,女 性 1例 であった。初回手術

から残胃の癌を発見するまでの期間は最短19か月から

最長108か月であ り,平 均66.4か月であった。初回手術

時の リンパ節郭清は Rlが 4例 ,R2が 3例 ですべて リ

ンパ節転移はなく絶対的治癒手術が施行された,肉 眼

型は IIcを主体 としたもの 5例 ,IIcttIIa l例,IIb l

例であ り,深達度は m癌 4例 ,sm癌 3例 であった.組

織型は分化型が 5例 ,未 分化型が 2例 であった(Table

5 ) .

残胃に発生した癌の検討では,進 行癌が 4例 ,早 期

癌が 3例 あ り,組 織型は分化型が 3例 ,未 分化型が 3

例,混在型が 1例 であった。初回手術時,分化型であっ

た 5例 の うち,残 胃の病変も分化型であったものは 2

例であり,他 は低分化腺癌 2例 ,混 合型 1例 であった。

初回手術時,印 環細胞癌であった 2例 のうち残胃に発

生 した痛は 1例 が印環細胞癌で他は分化型癌であっ

た。 リ ンパ節転移は非手術例の 2例 を除 くとn(一)が

3例 ,n2(十 )1例 ,n4(十 )1例 であった.残 胃の癌

の局在は,非 切除の 1例 を除 くと,症 例 2は 残胃全体

の BorHnam 4型 ,症 7113,6は 小彎側,症 例 4,5,

7は 小彎以外の部位に発生していた。手術的治療 とし

ては症例 2, 3, 4, 6, 7が 残胃全摘および陣摘が

施行され,症 例 5は 内視鏡的粘膜切除が行われた。死

亡原因は症例 1が肝転移,症 例 2は 腹膜再発,症 例 3

は肝転移であった。症例 4～ 7例 はすべて生存中であ

る (Table 6).

早期胃癌切除後の死亡原因となる他癌死について検

討を加えた。他癌死の うち最も多かったのは大腸癌 6

Table 6 Cancer of remnant stomach after cura-
tive surgery for early gastric cancer (No. 2)
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鶴
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Table 7 Cancer death of other organs after sur-
gery for early gastric cancer

Cancer of other organ llo, of cases Synchronous l,letachronous
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Panceas

G a l l b l s d d e r

Urinary bladder.  P.6tr te
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1
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Table 8  Non cancer death of early gastric cancer

after surgery

Non cancer dcath

25(2897)

Fig. 2 Duration from gastrectomy to other cancer

death or nOn cancer death

Other cancer death

Non cancer death

Fig. 3 Survival curves of early gastric cancer

(%)
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例 (26.1%)と 肺癌 6例 (26.1%)で あ り,続 いて肝

癌 4例 (17.4%),膵 癌 3例 (13.0%),胆 嚢癌 2例

(8.7%),勝 洸 ・前立腺癌 2例 (8.7%)で あった。 こ

れらの他臓器癌が同時性か異時性かについてみると,

大腸では同時性が多いのに対して肺 。肝では異時性が

多かった。膵 ・胆嚢では同時性が多 く,勝 洸 ・前立腺

では異時性であった。他癌死23例について他癌が発生

した時期について検討したところ, 胃癌 と他癌が同時

期のもの10例,胃 癌が先行しのちに他癌が発生 したも

の12例,他 癌が先行しのちに早期目癌が発生したもの

1例 であった (Table 7).

他病死について検討を加えた.最 も頻度が高いのは

心疾患114/1(282%)であ り,脳血管障害 7例 (17.9%),

呼吸器疾患 7例 (179%),全 身衰弱 3例 (7,7%),腸

閉塞 2例 (5.1%),肝 硬変・肝炎 2例 (5。1%)で あっ

た。腸閉基の 2例 は術後,数 年経過 してから発症 し他

院で死亡 してお り注意深 い経過観察が必要である

(Table 8).

早期胃癌手術後から他臓器癌あるいは他の疾患で死

亡するまでの期間を70歳以上の比較的高齢者 と69歳以

下の群に分けて検討 した,他 癌死23例中 3例 を除 くす

べてが胃癌手術後 5年 以内に死亡 していた。しかし,

70歳以上 と69歳以下の患者 との間には特別な関係は認

められなかった。一方,他 病死41例について目癌手術

後 どの程度経過 してから死亡しているかを検討した。

70歳以上では20例中14例 (70%)が 5年 以内に死亡し

ていた。一方69歳以下では214/1中14例 (67%)が 5年

以内に死亡 してお り,早 期胃癌の生存率に大きな影響

を与えていた (Fig,2).

早期胃癌の予後を Kaplan―Meier法 をもちいて検討

した。他癌死および他病死を除いた10年生存率は,m

癌931%,sm癌 95.3%で あった。他病死および他癌死

N o  o す    1 0 - V e a r
PaⅢents Sur萌v』Rate(C/6)

277            93 1
245           95 3
304           78 7
276           73 9

24 36 48 60 72 84 96 1118 120

Months after Surttery

を合んだ1 0年生存率は, m癌 7 8 7 % , s m癌 7 3 . 9 %で

あった (Fig,3).

考  察

早期胃癌の治療成績はきわめて良好であるが,な か

には再発する例があ り,そ の危険因子についての検

討10もなされている.一 方諸家の報告にあるように胃

癌の再発以外の死亡すなわち他癌死あるいは非癌死が

かなり見られ, と くに高齢者で多い傾向がある。した

がって厳密な追跡調査がなされて,は じめて早期胃癌

の再発の実態が究現できるものと考えられる。

早期胃癌患者の死因のなかで最も多いのは非癌死亡

である。特に脳血管障害,心 疾患,呼 吸器疾患などが

多いと報告l。1"されている.わ れわれの成績 もほぼ同

様であ り,当 然,手 術時の年齢が高齢になるほど非癌

死の増加傾向をみた。

次に他臓器の癌による死亡が早期胃癌術後において

問題 となる。われわれの成績では,大 腸癌,肺 癌,肝

癌 ・解癌の順に多かった。 こ れらの結果は,胃 癌の初
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告
1)の6)l,1"されている。その発生機序は リンパ節転移

巣,血 行転移などから2次 的に腹膜に及がものと考え

られている。またこれらの再発は,術 後比較的長期間

経過 してから発現することが特徴であると報告分され

ている.わ れわれの経験 した腹膜転移の 1例 はIII型の

m癌 で,組織型は印環細胞癌で リンパ節転移が n2(十)

であ り,約 38か月後死亡した。

残胃の再発については日常診療の場で,① 断端部遺

残癌,② 同時性多発癌,③ 果時性多発癌のいずれであ

るか決定に困難を感じているのが現状である。このう

ち断端部の遺残癌による再発は,か つて早期胃癌の術

後再発のなかでは最 も多 くみられた再発形式であっ

た。これらは境界不明瞭な表層拡大型 (IIc型),あ る

いは IIb型の粘膜内癌に認め られると報告1)11)1りされ

ている。このような症例に対して胃の切除範囲をどの

ように決定するか21)については,術 中に積極的な迅速

診断を行 うとともに病理医との連携を常に密にとり,

追加切除の必要性を検討すべきである。早期胃癌で断

端に癌を遺残した場合は,残 胃の再発は術後 5年 以上

とい う晩期に発現してくるものが多いとの報告
11)1のが

ある。現実には切除時に明らかでなくとも,手 術後に

切除断端そのものに癌の遺残が認められた場合は,た

めらうことなく残胃全摘を施行すべきと考える。

早期胃癌 とくに隆起性病変では同時に胃内多発病変

を認めることがあ り,ま た残胃に果時性重複癌の発生

する場合もあり,残 胃再発 との鑑別が困難なこともあ

る。早期胃癌において同時に 2つ 以上の病巣をもつ頻

度は10.8%に みられ,早 期胃癌切除後の残胃に異時性

重複胃癌を生じたものが 5例 (1.0%)に みられたとの

報告分がある。われわれの成績では 7例 (1.2%)に 残

胃の癌の発生を経験 した。将来この残胃の果時性重複

癌の頻度は増加するものと推測され,残 胃に発生して

くる異時性癌をいかに発見するかが問題 となるであろ

う。そのためには胃内多発癌をもつ症例の背景粘膜を

検討21)することにより,高 危険群を抽出する必要がで

てくるであろう。一方では残胃の内視鏡検査を 1年 に

1回施行し早期発見に努めれば, とくに高齢者に分化

型,隆 起型の頻度が高いことから,残 胃切除より内視

鏡的粘膜切除が可能 となり,患 者の quality of lifeを

考えた今後の治療方針の 1つ となるであろう。
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Postoperative Recurrent Patterns and Causes of Death in Early Gastric Cancer

Masatsugu Kitamura, Kuniyoshi Arai and Kaoru Miyashita
Department of Surgery, Tokyo Metropolitan Komagome Hospital

The purpose of this study was to review the pattern of recurrence of early gastric cancer and the actual state of
death from other diseases and cancer of other organs affecting prognosis. The subjects were patients with early
gastric cancer, 304 with mucosal cancer and 276 with submucosal cancer. Seventyone died from the following
diseases: recurrent gastric cancer (4 patients, 5.6%), cancer in the remnant stomach (3 patients, 4.2%),
noncancerous diseases (41 patients, 57.7%), and cancer of other organs (23 patients,32.4%). There were recurrences
in one patients with mucosal cancer and three with submucosal cancer patients, and three patients had lymph node
metastasis (n (-): I patients; n2(l):2 patients; n3 (*): 1 patients). Cancer recurred in the peritoneum, Virchow's
node, the liver and lungs, The major causes of death other than cancer were cardiac disease (11 patients, 28.2%),
cerebro-vascular diseases (7 patients, 17.9%), and respiratory disease (7 patients, 17.9%). The major causes of death
due to cancer of other organs were colorectal cancer (6 patients, 26.1%) and lung cancer (6 patients, 26.1%), followed
by hepatoma (4 patients, 17.4%) and pancreatic cancer (3 patients, 13.0%). In general, colorectal cancer was
synchronous and lung and liver cancers heterochronous, Consequently, postoperative treatment of early gastric
cancer patients demands periodic gastroscopy of the remnant stomach, complete examination to detect cancer in
other organs, and preventing death from other diseases.
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